
N0.
成形温度 原料 耐圧強度 ブロック

因子
No.

実験の
順番

成形温度 原料 耐圧強度

実験1 A1 B1 実験1 6 A1 B1

実験2 A1 B1 実験3 1 A1 B2

実験3 A1 B2 実験5 4 A2 B1

実験4 A1 B2 実験7 3 A2 B2

実験5 A2 B1 実験9 5 A3 B1

実験6 A2 B1 実験11 2 A3 B2

実験7 A2 B2 実験2 12 A1 B1

実験8 A2 B2 実験4 8 A1 B2

実験9 A3 B1 実験6 7 A2 B1

実験10 A3 B1 実験8 10 A2 B2

実験11 A3 B2 実験10 11 A3 B1

実験12 A3 B2 実験12 9 A3 B2

2日目

1日目 1日目

2日目

              

乱塊法

晴れ

雨

晴れ

雨

・全ての組合せ（    )を１日内に実施

・実験の順番を、1日毎無作為に決定

実験の順番

𝑅1

𝑅2

１日目と２日目をブロック因子𝑅とおく



分割法

・1日目、無作為に決定A2→A1→A3
・A2についてB1とB2の順番を無作為に決定、A1及びA3につい
ても無作為にB1とB2の順番を決定
・2日目、無作為に決定A3→A2→A1
・A3についてB1とB2の順番を無作為に決定、A2及びA1につい
ても無作為にB1とB2の順番を決定

成形温度の変更が３回

ブロック
因子

No.
実験の
順番

成形温度 原料 耐圧強度

実験1 4 A1 B1

実験3 3 A1 B2

実験5 2 A2 B1

実験7 1 A2 B2

実験9 5 A3 B1

実験11 6 A3 B2

実験2 12 A1 B1

実験4 11 A1 B2

実験6 9 A2 B1

実験8 10 A2 B2

実験10 7 A3 B1

実験12 8 A3 B2

1日目

2日目

       
ブロック
因子

No.
実験の
順番

成形温度 原料 耐圧強度

実験1 6 A1 B1

実験3 1 A1 B2

実験5 4 A2 B1

実験7 3 A2 B2

実験9 5 A3 B1

実験11 2 A3 B2

実験2 12 A1 B1

実験4 8 A1 B2

実験6 7 A2 B1

実験8 10 A2 B2

実験10 11 A3 B1

実験12 9 A3 B2

1日目

2日目

       

乱塊法

・全ての組合せ（    )を１日内に実施

・実験の順番を、1日毎無作為に決定

成形温度の変更が５～６回必要

𝑅1

𝑅2

𝑅1

𝑅2



   𝑘 − ത𝑇 = ത𝑅𝑘 − ത𝑇 + ҧ  − ത𝑇 + ത  − ത𝑇 +     − ത𝑇 − ҧ  − ത𝑇 − ത  − ത𝑇 +    𝑘 − ത𝑇 − ത𝑅𝑘 − ത𝑇 −     − ത𝑇

   𝑘 − ത𝑇 = ത𝑅𝑘 − ത𝑇 + ҧ  − ത𝑇 + ത  − ത𝑇 +     − ത𝑇 − ҧ  − ത𝑇 − ത  − ത𝑇 + 𝑅𝑘  − ത𝑇 − ത𝑅𝑘 − ത𝑇 − ҧ  − ത𝑇

+    𝑘 − ത𝑇 − ത𝑅𝑘 − ത𝑇 −     − ത𝑇 − 𝑅𝑘  − ത𝑇 − ത𝑅𝑘 − ത𝑇 − ҧ  − ത𝑇

自由度f 平方和S 分散V　 分散比 ｐ値

R 1 0.75 0.75 0.2542 0.6355

A 2 62 31 10.5085 0.0162

B 1 14.083 14.083 4.7740 0.0806

A×B 2 2.667 1.333 0.4520 0.6600

e 5 14.75 2.95
T 11 94.25

分割法

乱塊法

乱塊法 分割法

プーリング
プーリング

ブロックの効果

 の効果

 の効果  ✕ の効果 誤差

𝑅かつ の誤差e1

𝑅かつ ✕ の誤差e2
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